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【授業の主題】 

看護技術の対象は人間であり、提供する看護者は、その技術を受ける人の反応全体を捉え、個々の状況に応じて変化

させる柔軟な対応を必要とする。看護技術の実施にあたって、はじめに各看護技術の基礎的な知識と標準的な方法を習

得する。この授業では、看護師業務の「療養上の世話」の内容・援助方法について学習する。 

【到達目標】 

１．日常生活の援助に関する基礎知識を学び、援助技術一つひとつの基礎となる要素とその根拠を理解できる 

２．日常生活の援助（快適な環境整備、食事、排泄、活動、休息、清潔など）に対する援助方法を理解できる 

 

【授業計画・内容】 

第 １ 回 看護技術とは何か 看護技術の特徴・基盤（小畑） 

第 ２ 回 環境調整技術（小玉） 

第 ３ 回 活動・休息援助技術(１)体位・体位変換（小畑） 

第 ４ 回 活動・休息援助技術(２)移動・移送・体位保持（高山） 

第 ５ 回 活動・休息援助技術(３)睡眠と休息の援助（千葉） 

第 ６ 回 ヘルスアセスメント(１)バイタルサイン（小畑） 

第 ７ 回 ヘルスアセスメント(２)身体計測（小畑） 

第 ８ 回 清潔・衣生活援助技術(１)清潔の援助（黒澤） 

第 ９ 回 清潔・衣生活援助技術(２)衣生活の援助（高山） 

第１０回 清潔・衣生活援助技術(３)洗髪演習（黒澤） 

第１１回 清潔・衣生活援助技術(４)清拭演習（黒澤） 

第１２回 排泄援助技術(１)自然排尿・排便の介助（千葉） 

第１３回 排泄援助技術(２)導尿・排便を促す援助（千葉） 

第１４回 感染防止の技術(１)（小畑） 

第１５回 まとめ（小畑） 

 

【授業実施方法】 

講義・演習 

【授業準備】 

授業内容に関連した教科書の章にあらかじめ目を通して授業にのぞんでください。また、授業で配布する資料や教科

書で復習をし、理解を深めてください。 

【主な関連する科目】 

総合科目、専門基礎科目、看護学概論、基礎看護技術演習Ⅰ 

【教科書等】 

茂野 香おる他：系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔２〕基礎看護技術Ｉ 第16版、医学書院、2015 

任 和子他：系統看護学講座 専門分野Ⅰ 基礎看護学〔３〕基礎看護技術Ⅱ 第17版、医学書院、2017 

医療情報科学研究所 編：看護技術がみえる vol.1 基礎看護技術 第1版、メディックメディア、2014 

【参考文献】 

 吉田 みつ子、本庄 恵子編著：写真でわかる実習で使える看護技術 改訂第2版、インターメディカ、2013 

 竹尾惠子監修：看護技術プラクティス 第3版動画付き、学研、2016 

【成績評価方法】 

定期試験(95％)、出席状況・授業態度・課題レポート(5％)より総合的に評価する。 

【学生へのメッセージ】 

看護技術の基本となりますので、予習・復習をしっかり行ってください。患者さんに安全で安楽な看護技術を提供で

きるよう知識・技術を習得してください。教科書の付録の動画や、図書館にある視覚教材を利用しても良いと思います。 

授業科目名・形態 基礎看護技術論Ⅰ      講義 必修・選択の別 必修 

担当者氏名 
黒澤繭子・小玉光子・小畑千春 

千葉孝子・高山新吾 
開講期 １年前期 単位数 ２ 


